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測
定
結
果
は

基
準
値
以
下

　
清
掃
セ
ン
タ
ー
焼
却
炉
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
測
定
結
果
は
次
の
と
お

り
で
、
い
ず
れ
も
国
の
単
位
体
積
あ
た
り
の
基
準
値
以
下
で
す
。
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戦
没
者
追
悼
式
を
開
催
し
ま
す

　
先
の
大
戦
で
犠
牲
に
な
っ
た
戦
没
者
を
追
悼
し
、
平
和
を
祈
念
す
る
式

典
を
開
催
し
ま
す
。

　
▼
日
時　
10
月
８
日
㈬
午
後
２
時　
▼
会
場　
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
４
階

第
３
会
議
室
。
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
健
康
福
祉
課
（
４
２
１
）６
７
３
１
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市
民
文
化
祭　
９
月
下
旬
ま
で
の
日
程
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居
住
サ
ポ
ー
ト
住
宅
認
定
制
度
が
開
始
さ
れ
ま
す

　
居
住
環
境
の
向
上
と
安
定
し
た
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、「
居
住
サ
ポ

ー
ト
住
宅
認
定
制
度
」
が
10
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。
大
家
等
の
申

請
に
基
づ
き
「
居
住
サ
ポ
ー
ト
住
宅
」
と
し
て
認
定
し
、
入
居
者
に
対
し

て
各
種
支
援
を
提
供
す
る
制
度
で
す
。
認
定
を
受
け
る
こ
と
で
、
住
ま
い

の
確
保
が
難
し
い
人
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。 
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里
親
制
度
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
2
5
を
開
催
し
ま
す

　
里
親
制
度
を
一
般
の
人
に
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
里
親
制
度
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。
里
親
に
な
り
た
い
人
、
里
親
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
思
っ

て
い
る
人
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
参
加
は
無
料
で
す
が
、
定
員
を

設
け
て
い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
も
同
時
開
催
し
ま
す
。
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
に

て
ど
ち
ら
か
選
び
、必
ず
事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
中
央
児
童
相
談
所
管
内
説
明
会　
▼
日
時　
10
月

11
日
㈯
午
後
０
時
30
分
〜
４
時
30
分
※
要
予
約　
▼

場
所　
千
葉
県
教
育
会
館　
▼
申
し
込
み　
下
の
コ

ー
ド
の
G
o
o
g
l
e
フ
ォ
ー
ム
か
ら
入
力　
▼
問

い
合
わ
せ　
子
ど
も
家
庭
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ち
ば
（
オ
レ
ン
ジ
の
会
）
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外来生物と特定外来生物
　外来生物は、国内に2,000種以上いるとい
われています。その一部は、地域にもともと
生息していた生きものを食べたり、競合、交
雑することによって、長い時間をかけて育ま
れてきた地域の生態系を大きく変えてしまう
ことから、問題となっています。
　外来生物の中でも生態系や農林業などに深
刻な悪影響を与えたり、人に直接危害を加え
たりするものを、特定外来生物と言います。
特定外来生物は、平成17年に施行された外来
生物法によって、飼育や運搬、譲渡、野外に
放すことが原則禁止とされています。
　また、５年６月からは、アカミミガメおよ
びアメリカザリガニが、条件付き特定外来生
物として指定されました。一般家庭でペット
として飼育しているアカミミガメ及びアメリ
カザリガニはこれまでどおり飼育することが
できますが、野外に放したり逃がしたりする
ことなどは禁止されています。

生物多様性保全についてのお願い
１．外来種を野外に放さないでください
　カミツキガメやアライグマは飼い主が飼育
できなくなり自然に放したことで増えてしま
い、特定外来生物として問題になっています。
２．他の地域から動植物を持ち込まない・持
ち出さないでください
３．野生動物にむやみに触ることや餌付けは
やめましょう
　自然界には毒や病原体などをもつ非常に危
険なものも存在します。
４．ごみのポイ捨てはやめましょう
　野生動物が餌と区別できずに誤飲・誤食す
る場合や、釣り針や釣り糸で怪我をしたり絡
まって自由を奪うことがあります。

豊かな自然を残したい谷津・里山
　市内に残る谷津・里山は、山林、水田、畑、
池、川などで形づくられています。以前は人
びとが薪や炭にするために木を伐採し、肥料
用の落ち葉を集めるなど、生活と密接な関わ
りを持っていました。しかし、生活の変化や
土地所有者の高齢化などで管理されないとこ
ろが増え、谷津・里山が荒廃してしまい、生
態系への影響が心配されています。また、農
作物に被害をもたらす有害鳥獣のすみかにな
ったり、地域固有の動植物の減少や、ごみを
不法投棄されたりしています。そのため、土
地所有者や地域住民が荒廃を食い止めようと
里山整備活動を展開し、整備された里山は、
環境学習や憩いの場にもなっています。
　また、「ほたるの里」は生物多様性を維持
する自然の保全活動等を推進しており、「島
田谷津」と併せて、環境省の「生物多様性保
全上重要な里地里山」に認定されています。

八千代市の生物多様性と�八千代市の生物多様性と�
� 谷津・里山の保全� 谷津・里山の保全

　お彼岸の期間のうち９月23日㈷・24日㈬の２
日間、市営霊園臨時送迎バスを運行します。バ
スの時刻表・乗り場案内図は、健康福祉課、市
営霊園、支所・連絡所で配布しています。また、
市ホームページにも掲載しています。
　霊園の開園時間は午前８時30分～午後４時30
分です。混雑が予想されますので、往路と復路
は同じコースに乗車するようお願いします。
　臨時送迎バスは市営霊園を利用される人専用
です。無料で利用できます。（健康福祉課 421-
6731・市営霊園管理事務所 489-7466）

※印はふれあいプラザ行きのバス停

八千代台文化センター発
八千代中央駅・中央図書館経由

バス停 1便 2便 3便

往
路

八千代台文化センター� ※ 発 8:30 11:00 13:30
八千代中央駅付近
（八千代郵便局向かい側）� ※ 発 8:50 11:20 13:50

TRC八千代中央図書館・
オーエンス八千代市民ギャラリー 発 8:55 11:25 13:55

市営霊園 着 9:15 11:45 14:15

復
路

市営霊園 発 10:00 12:30 15:00
TRC八千代中央図書館・
オーエンス八千代市民ギャラリー 着 10:20 12:50 15:20

八千代中央駅付近
（八千代郵便局向かい側）� ※ 着 10:25 12:55 15:25

八千代台文化センター� ※ 着 10:45 13:15 15:45

勝田台駅北口発
村上団地・米本団地経由

バス停 1便 2便 3便

往
路

勝田台駅北口（千葉興業銀行前）�※ 発 8:55 11:25 13:55
村上団地（第3バス停付近）�※ 発 9:10 11:40 14:10
米本団地入口
（コインランドリー付近）� ※ 発 9:25 11:55 14:25

市営霊園 着 9:40 12:10 14:40

復
路

市営霊園 発 10:25 12:55 15:25
米本団地入口
（コインランドリー付近）� ※ 着 10:40 13:10 15:40

村上団地（第3バス停付近）�※ 着 10:55 13:25 15:55
勝田台駅北口（千葉興業銀行前）�※ 着 11:10 13:40 16:10

高津団地発
八千代緑が丘駅経由

バス停 1便 2便 3便

往
路

高津団地
（高津浄水場付近）� ※ 発 9:35 12:00 14:25

八千代緑が丘駅付近
（イオン自転車売り場向かい）�※ 発 9:50 12:15 14:45

市営霊園 着 10:10 12:40 15:10

復
路

市営霊園 発 11:05 13:25 15:55
八千代緑が丘駅付近
（イオン自転車売り場向かい）�※ 着 11:30 13:50 16:20

高津団地
（高津浄水場付近）� ※ 着 11:45 14:10 16:40

臨時送迎バス時刻表

お彼岸期間に市営霊園臨時送迎バスを運行

里山楽校に参加してみませんか
　チェンソーや刈払機などの実習と座学を
通じて、里山整備に必要なスキルを習得し
てみませんか。
　 ▼対象　18歳以上で受講終了後に市内の
里山団体で活動できる人　 ▼日時　10月25
日、11月15日、12月６日・13日（予備日：12
月20日）、８年１月17日いずれも土曜日午前
10時～午後３時　 ▼場所 市民会館および
市内の里山など　 ▼参加費　860円（保険
料）　 ▼申し込み　９月16日㈫から電話、メ
ールまたは直接ゼロカーボンシティ推進室
窓口へ（氏名・住所・電話番号・生年月日・
性別をお知らせください）。詳細はゼロカ
ーボンシティ推進室 421-6767、 kankyou1@
city.yachiyo.chiba.jp へ

　地球上にはさまざまな生物がいて、山や森、川など多様な環境で互いに共存・
競合し、バランスを保ちながら生きています。このように、生物同士がつなが
りを持ちながら存在していることを生物多様性といいます。豊かな恵みを次世
代へ引き継ぐために、私たちにできることを考えてみませんか。この特集のお
問い合わせは、環境政策課ゼロカーボンシティ推進室 421-6767へ。
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